
児童手当・特例給付 額改定認定請求書・額改定届 記入方法 

                               ① 提出年月日を記入してください。 

                               ② 受給者の氏名（漢字とひらがな。外国人はローマ字）を記入してく 

ださい。 

                               ③ 受給者の住所及び電話番号を記入してください。 

                               ④ 受給者の性別について、該当箇所を〇で囲んでください。 

                               ⑤ 受給者の生年月日を記入してください。 

                               ⑥ 受給者の加入している公的年金制度の種別について、該当箇所を〇

で囲んでください。（例：会社員で社会保険に加入している場合は「厚                                    

生年金」、自営業者や学生等は「国民年金」） 

                               ⑦ 増額または減額のどちらか該当箇所を〇で囲んでください。 

                             ＊ 例えば、お子さんが生まれた、お子さんを新たに養育するように

なった等の場合は「増額」、離婚してお子さんを養育しなくなった等

の場合は「減額」を〇で囲んでください。） 

                               ⑧ 増額または減額の原因となるお子さんの氏名、続柄（例：子）、生年

月日、同居・別居の別、海外留学をしている場合の出国年月、住所（同

居（⑥と同一の）場合は記入不要）、監護の有無（お子さんを養育して

いる場合は「有」）、生計関係（お子さんを含めて一つの家計でやりく

りしている場合は「同一」）を記入・または該当箇所を〇で囲んでくだ

さい。 

                               ⑨ 増額の場合、増額した理由について、該当箇所を〇で囲んでくださ

い。（減額の場合は、記入不要です。） 

                               ⑩ 減額の場合、減額となった理由について、該当箇所を〇で囲んでく

ださい。（増額の場合は、記入不要です。） 

該当箇所を〇で囲んでください。（減額の場合は、記入不要です。） ⑪ 増額または減額となった事由の発生年月日を記入してください。 

該当箇所を〇で囲んでください。（減額の場合は、記入不要です。）  ＊ 例えば、お子さんが生まれた場合はそのお子さんの生年月日、お

子さんを新たに養育するようになった場合はその年月日、離婚して

お子さんを養育しなくなった場合は、別居日や離婚日等を記入） 
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